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Q．学校生活で楽しいと思うこと (アンケート:高校生105名)

考察

→ 予想通り、部活動や休み時間という回答が多い

→ 授業の改善が必要

目的

学生の本業は勉強で、学校生活の大部分は授業
↓
授業の中にも楽しさを見つけ、学校生活をより充実したものに
するため。

Q.あなたが授業に１番求めることはなんですか？

(対象：高校生136人)

基礎を充実させること
（54人）

進学に関わらず、
知識を深めること

(23人)

大学受験に特化すること
（40人）

コミュニケーションを
多く取ること
（18人）

①アンケートの結果より…
基礎の充実と答えた人が多いものの、

どの要素も求められている

②また、進んだ教育を行うフィンランドでは …
表現力・論理力・批判的思考力・対話力・発想力

の５つの力が重要視されている　 (参考文献より )

→アンケートで得た４つの要素を授業に取り入れると、

　活発な授業が展開できるのではないか

授業の導入（進学に関わらず、知識を深める）

基礎

コミュニケーション

受験対策（問題演習）

例）数学の授業の場合

導入：数学者の紹介、社会にどのように用いられているのか

基礎：公式、問題の解き方

コミュニケーション：問題の教え合い、別解を話し合う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（→発想力）

受験対策：入試問題の実施

　　　　　・問題数を徐々に増やす

　　　　　・わからなくなったら挙手

→過度な遅れを作らない

　　　　　　　　　　　　

　　　　　生徒の要望を取り入れた授業

　　　　　→生き生きと取り組むことができる

　　　　　→学校に行きたくなる

→表現力、対話力

→論理力、
　批判的思考力
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